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　我々は⽇⽶共同・太陽観測ロケット実験 FOXSI-5 搭載用 X 線望遠鏡を開発している。FOXSI は太陽コロナにおける高
エネルギー物理現象の理解を目的とした観測ロケット実験であり、FOXSI-4, 5 ではフレアの軟/硬 X 線撮像分光観測を通
じてフレアによる磁気エネルギー解放・粒子加速機構等の解明を目指している。FOXSI-4 は 2024年 4 月に打ち上げら
れ、世界初となる太陽フレアの軟/硬 X 線撮像分光観測に成功した。本機には我々の軟/硬 X 線望遠鏡が一台ずつ搭載さ
れ、12 keV において世界最高レベルの FWHM ~ 1 秒角、欧⽶の大型 X 線天文衛星搭載品に匹敵するHPD (Half Power
Diameter) ~14 秒角の結像性能を達成した。同年夏にその後継機となる FOXSI-5 が採択され、FOXSI-5 搭載品開発が始
まったが、我々のFOXSI-4 搭載品は着陸時の衝撃等に起因する接着剤の剥離が確認された。そこでFOXSI-5 では、
軟 X 線観測用に新たに製作した軟 X 線望遠鏡を、硬 X 線観測用に追加接着により振動耐性を向上させた FOXSI-4 搭載
硬 X 線望遠鏡を用意した。特に、軟 X 線望遠鏡は我々が開発したFOXSI-4 搭載品の結像性能を上回る HPD ~9.5 秒角
（12 keV）を達成した (2025 年秋季年会　安福他)。2026 年 4 月までに環境耐性評価試験、地上較正試験、観測ロケッ
トへの取り付け、および射場での最終調整作業を全て完了した。これらの準備を経て、 FOXSI-5 は
2026 年 5 月 14 ⽇ (UTC) に打ち上げられ、フレア発生後の 3 つの活動領域の観測に成功した。

　現在、我々の望遠鏡に特化した独自の光線追跡シミュレータを用いて、データ解析時に必須となる応答関数の構築を
進めている。今回、FOXSI-4 および 5 に搭載された硬 X 線望遠鏡に対して FOXSI-4 の軟 X 線望遠鏡に対して確立した手
法（2024 年春季年会　安福他）を適用するとともに、新たにコンタミネーションによる吸収を考慮した。これにより、
従来モデルとの乖離が見られた 5 keV 以下の再現性が向上し、有効面積のエネルギー依存性を on-axisで ± 10 ％, off-
axis 5分角以内で ± 20 ％ の精度で再現することに成功した。本講演では応答関数の構築状況に加え、ロケット打ち上
げまでの望遠鏡開発の全体像について報告する。
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